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TheMalacca Strait丘gured asan entrep6t
fortheinternational tradeofSoutheastAsiaup
untilrecent times because its location was
suitablefわrtheEasトWesttradecoverlngEurope
andtheArabandlndianworldsoふonehand,
and China and Japan on the other.Since
tradewasasignifcanteconomicbasisforpolit-
icalpower)ithasbeenoneofthemajorthemes
in the history orSoutheastAsia. Historians
havs traditionaly studied the international
tradearound theMalaccaStraitfbcuslng On















duced inland and imported goodswere also
consumedinland.
Thispaperatte-ptsto describe the trade
structureinCentralandSouthSumatra,paylng
attentiontoriversastraderoutes,whichsofar
have been studied very little. These rivers
includetheSiak,Kampar,Kuantan-Indraglrl,
BatangHari,andMu5i,alorwhichriseinthe




theirsources,they have been used astrade
routessince ancienttimes. Thispapercovers




















































[Wolters1974:60-61]｡ また, ジャワ島 に
おいても,中部ジャワのウォノギ リ地方で発
見された釈迦暦825年 (西暦903年)の日付を























































































































































る河川ルー トは住民にとって 代 替 的 であっ




匪 詔 :;誌 ;三三｡票 d:,haet,




















ルー ト (河川と連結した陸路も含む)が, ミ
ダ ラ ツ ト
ナンカバウ人の本拠地,パダン高地 (Padang
Highlands)を一方の主要な 交易相手 として




でスマ トラの森林産物 の 生産地 でもあった
が,人口は著しく稀薄であった｡ これに対し


































































































































































































































る｡ これは,スマ トラ中 ･南部の内陸に,荷
車の通行可能な道路網を整備するほど巨大な










が 1日に歩 く時間 は4時間 か ら最 も長 くて
10時間,平均 6時間で,距離 は平均30キロ
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メー トル ほどであった｡なお距離は, トン
ガ (tongaortonggak･ 1トンガは約1,500























































ラギ リ川,バタン ･- リ川,ムシ川について




ク ･ス リ･インドゥラプラ (SiakSrilndra-
pura),パカン ･パル (PakanBaru),パタパ
-ン (Patapahan)の三つである (図 3)｡舟





西スマ トラの リマ ･プル ･コタ地域でガンビ
アの栽培が始められて以来,パタパ-ンはガ
ンビアの集荷地として,また輸入品の集積地
として栄えた｡18世紀末 には,バ トゥバ ラ











図 3 シ ア ク Jtlル ー ト
を行なっていた [Dobbin 1977:20]｡また,
リマ ･プル ･コタ地域の ミナンカバウ人はこ
の地域と古 くから友好関係にあったため,距
離的にはカンパル川経由の方が近いにもかか














てパダン高地 の産物 の一部 は,距離的 に近
























があった｡1878年 にイギ リスの船会社 がシ
ンガポールーパカン ･パル航路 を開設 して












18世紀末 までスルタンは中流,下 流地域 に
対 して特定輸入 品 の専 売権 (S主hah)を行
使[Anrooij 1885:274-275]する一方,自ら



















































ル川右俣) ルー トで あ る
(図4-1)｡ 第 3は, カ ン
パル ･キ リ (KamparKiri
-カンパル川左俣)ルー ト
であり,その中にはカンパル ･キ リ川支流の




第 2のカンパル ･カナン川ルー トは,いわ
ばカンパル川経由の主要ルー トであった｡こ
のルー トには,パダン高地 (パヤクンブ)か
ら最 も近いパ ンカラン ･コタ ･パルを初め,
クオ,バ ンキナン (Bangkinang),カンパル,




た｡ カンパル ･カナン上流のムアラ ･タクス
ストウーバ
(MuaraTakus) に残 された仏塔 は,12世
紀 (A.D.)以 前 に湖ることはないにして も
[Loeb 1974:324], 遅 くとも15世紀ごろま
でには建立 されていたものと思われる｡そし

















































タンジュン ･パ リットを経てパ ンカラン ･コ





タン ･カパス,バタン ･シ ･バ ヤン,バタン





は,パヤクンブ-(徒歩 2日)-パ ンカラン ･
カパス一(舟で 2-3日)- クントゥ →ー(舟 で










タナ ･ダタール地域に連絡 している (徒歩で
2- 4日)｡一万,5- 6日の航行でカンパル
･キ 1)下流 の リパ ット･カインに至る [loc.






述べた商業中心地に ｢パ ンカラン｣のつ く地
名がい くつかあった｡ ｢パ ンカラン｣はスマ
トラ中 ･南部の河川沿いに発達 した丹着き場
あるいは集散地を意味する言葉で,この地域
には非常に多 くみ られる地名であるが, これ
については本稿Ⅳで再び詳しく述べる｡





川 をインドゥラギ リ川 と略称 することにす
















国 の王都 であった レンガット (Rengat)15)











ロメー トルほど北のムアラ ･プ ランキス (図

































トは陸路を通 じてカンパル ･キ リ川ルー ト
とバタン ･- リ川ルー トと結びついていた｡
カンパル川方面とは,パ ンカラン ･インダル
ン (図 5の5),ロゲ (図5の9),ロゲ ･バ
ンギアンなどの中継商業中心地を 経 て イ ン
ドゥラギ リ川沿いの集散地と,バタン ･ハ リ
川ルー トとは,プラウ ･プンジュン (図5の
20)およびシダンクル (図 5の21)からガラ
ガ (図 5の12)やカマン (図5の13)など陵
路上の集散地を経てインドゥラギ リ川沿いの
集散地と連絡していた｡17)最後に,インドゥ











4. バタン ･- リ川ルー ト









近 くの集散地ムアラ ･コンペ (MuaraKom-
peh)まで は舟で 7-8日の行程であった
[Netscher,F･ 1857:167-169,172]｡ バタ





陸路網によって結ばれていた｡ バタン ･- リ







バタン ･- リ川最大の支流 トゥンブシ川は
さらにタ ミアイ,マランギン,アセィ, リム
ンなどの支流を擁しているが,これ らの支流





















lO.Gasun ll.Simalidu 12.BidarAlam 13.PangkalanJambu 14.
TanjungPutus15.KampongPondok16.BukitBulan





























































による遡航 限界 は以下 のごと

























































パ レンバ ンにはスマ トラ東海岸沿いの諸港
のうち最初に蒸気船 の 定期航路 が開かれ,
1866年にはバクビアーシンガポールーパ レン
バ ン航路 (月 2便) の運航 が開始 され た
lKoloniaalVerJlag1866:74]. また1878年に
はルマタン ･イ リール川上流のムアラ ･イ‥
ンにも月 2回の割合で蒸気船が寄港するよう
になった ｡ これ ら蒸気船の寄港によって,前


















1に示 しておこう｡ シアク川ルー トの場合,
中流 のパカン ･パルが重要 な 中継地 である
が,これを中心とした域内交易の実態が分か



























うが, その理 由は明らかではない｡2)米 は
パダン高地からパヤクンプータラタック ･ブ



















































































































ラ州で専売 にしていたマ ドゥラ産 の塩 より
白く,住民に好まれていた [Hole 1877:405
-407]｡さらに専売塩の価格は,カンパル川経
由 (あるいはシアク川経由)でパ ンカラン ･
コタ ･パルに運ばれたシャムの塩 の 2倍 で
あった [Netscher,E. 1880:39]｡質と価格
の双方において政庁の専売塩は不人気で,東
海岸か ら河川ルー トを経て西スマ トラ-塩の
密輸が行われていたのである｡
ところで,パ ンカラン ･コタ ･パルはタラ
タック ･ブルのように海外貿易商品の通過地
であっただけでな く,近隣地域の日用品,食
糧に対する重要な交易中心地であ る と同 時



































3. インドゥラギ リ川ルー ト
インドゥラギ リ川ルー トを経由する海外貿




































ン高地, カンパル ･キリ地域,バタン ･-
リ地域との域内交易が極めて活発であった｡
また,流域にはシアク川,カンパル川流域と








ル (約310トン)に達していた [Bosse 1885:
23-24]｡ このほかパダン高地 からは,西海
岸で生産 された塩干魚がバ リサン山脈を越
えて, これら地域 にもたらされた [Grijzen
1908:77-79]｡
スンガイ ･タラブ,クアンタン地域から域
内交易のために出荷された主要な 商 品 は水




















ー トとして機能していたことには 変 わ りな
い｡
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品を内陸にもたらす中継地および 消 費 地 で
あっただけでな く,多種多様な加工業,製造
業 を擁する産業都市 でもあった｡ この点 は







































































点の説明がない ｡ さらに,個 々の就業単位 に
実際何人従事 していたか も明 らかではない｡
家内工業における家族従事者を も含めると,
実際の労働人 口は就業単位数よりか な り多
かったと思われる｡ 以上の問題を念頭 に置い
て, ここでは表 6について次の 2点だけは指
摘 しておきたい ｡ 第 1は,内陸河川交易を営
む就業単位数が最 も多か ったことである｡ こ
れはパ レンバ ンの商業が い かに内陸 との河川
交易に深 く係わっていたかを如実 に物語 って
いる｡ 第 2は,多種 にわたる製造業や加工業
が存在 したことである｡農業 につ い て い え
ば,各就業単位の家族従事者を考慮に入れて
ち,全人口数 と比べて農業人口は極めて少な
かった ｡ 以上は,19世紀中葉のパ レンバ ンが
商工業都市であったことを示 している｡ パ レ
ンバ ンの製造業は原材料 と食糧をムシ川流域








レンバ ンに到着 した ｡ この年 これ らの舟がど
れほど の荷 物 を 運んだ かは分か らないが,
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表 7 舟 (プラヴ)による河川運輸 (1855)






























































































表8 パ レ ンバ ン港 の 海 外 貿 易 (1854)
(∫.-ギルダー)
輸出相手国 (地域) t金額 (f.) I 輸入相手国 (地域) l金額 (f.)











スマ トラ申 ･南部における交易は内陸 (坐
産 ･消費地)と河口近 くの海外貿易港 と直接




川沿いに位置 していた｡ スマ トラ中 ･南部で
は本稿の図 1,4-1,4-2,5,6,7などにもみ
られるように,これ ら集荷地にはしば しばパ
ンカラン (pangkalan)という地名が付 せ ら
れていた｡また本稿の図に示されたもの以外
にもスマ トラ中 ･南部の河川沿いにはパ ンカ
ランのつ く地名が多数ある｡スマ トラ中 ･南












現 代 インドネシア語 で は,pangkalan は
｢船や小舟が鍔を降ろす場所｣即 ち港, ｢河
港｣,｢集荷地｣を意味する[Poerwadarminta


































































































































はかかる ミナンカバウ金商人 が多数 おり,



















から0)輸入 品を持ち帰る,往復 の取 り引き
(doubletransaction)を行うのが普通であっ
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ることも珍しくなかった｡彼 らは途中で手持
ちの商品を金に替え,シンガポールでは金で




単独で行動 したのではな く,経験を積んだ リ
ーダー (tuogal阜)の統率のもとに集団を組




































行われた｡河川は特定個人の占有 物 で は な
く,万人の通路であるという観念 [Vethト2
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